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2006年 台風13号 に ともな う突風被 害 について(速 報)

Bulletin of Gust Wind Disasters in Kyushu associated with Typhoon 

               SHANSHAN (0613)

前 田潤 滋*,友 清 衣利 子*,前 田久 雄*,石 田伸 幸*

Junji MAEDA, Eriko TOMOKIYO, Hisao MAEDA and Nobuyuki ISHIDA

Severe gust winds hit the eastern Kyushu on September 17, 2006. According to Miyazaki Local 
Meteorological Observatory, the gust winds in the regions of Miyazaki Prefectures were caused by 
tornadoes associated with Typhoon  Shanshan(0613). The most severe damage at Nobeoka City was 
classified as a very strong one in Japan, and caused nearly unprecedented damage to residential buildings 
and public facilities, and a train was derailed. According to the Miyazaki-Prefecture government, 3 deaths 
and 143 injured persons were caused, and more than 1300 residential houses and buildings were damaged. 
The damage and some weather records indicated that the gusty winds were caused by a tornado classified 
as F2 on the Fujita scale. The authors report here the investigations on the damage to building and 
residential houses at Miyazaki and Oita Prefectures based on information from governmental 
meteorological stations and NeWMeK, and our findings of post disaster investigation. 

              Keywords: Wind Hazard, NeWMeK, Tornado, Typhoon SHANSHAN
突風災 害,NeWMeK,竜 巻,台 風0613号

1.は じめに

2006年9月17日 に台風0613号(サ ンサン)が九州西岸

に接近 していた14時5分 頃,宮崎県延岡市で突風による

電車の脱線事故が発生 した1).そ の後の宮崎地方気象台
2)などの調査によって

,延 岡市付近で竜巻が発生 し,死
者3名 を含む約150名 の人的被害が発生し,住 家被害も
1000棟 を超えたことが分かった3).11月7日 に北海道佐

呂間町で発生 し死者9名 の人的被害を及ぼした竜巻被害
4)・5)を契機に

,国 内で発生する竜巻が注目されるようにな
ったが,気 象庁の統計6)に よればこれまでにも竜巻は台

風や寒冷前線にともなって年間に30件 近 くの発生が確

認 されている.台風0613号 にともなう竜巻が発生 した宮

崎県は,竜 巻が頻繁に発生する地域の一つで,日 本で発
生する竜巻のうち約5%が 宮崎県で発生している.

本報告では,NeWMeK(九 州電力(株)広 域高密度風

観測システム7)の 観測記録にもとついて当日の気象状
況を示すとともに,宮 崎県延岡市での竜巻 と大分県臼杵

市での突風の現地被害調査に基づいた被害状況報告を中

心に,同 日発生 した宮崎県 日南市,日 向市8),お よび大

分県大分市付近の強風とその被害9)に ついてもあわせて

報告する.

2.気 象概要

2.1突 風の概要

図1に 示すように,台風0613号 にともな う複数の突風

は九州の東海岸を中心に発生した.図 中にはあわせて台

風経路を示 しているが,各 地域で突風が発生 した時刻に
は台風0613号 は300㎞ 以上離れた九州の西海上に位置

していた.
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図1台 風0613号 にともなう突風の発生位置と時刻



2.2NeWMeKに よる気象観測記録

図2(a)か ら(f)にNeWMeKの123観 測 点デー タか ら作

成 した九州全体 の最大瞬 間風速の分布 図を示す.こ こで,

NeWMeK観 測点以外 の場所で の風向風速 は観測点 か ら

の距離 の2乗 に反比例す るよ う重み付 けして補間 した.

(a)か ら(f)はそれぞれ突風被害が発 生 した と思 われ る12

時10分,13時30分,13時40分,14時,15時20分,

15時40分 か らの10分 間での最大瞬間風速で,図 中に示

す● はその時刻 に突風が起 こった地域である.九 州全体

の10分 間 ごとの最大瞬 間風速分布 では,局 所 的,瞬 間的

図2NeWMeKに よる最大瞬間風速分布図(2006/9117)

な風況を捉 えることは困難であるが,九 州全域 において

接近す る台風本体 による南東風 か らの風向変化が捉 え ら

れてい る.

各地域 で の突風 発生時刻 の観測記録 を も う少 し詳 し

く調べてみよ う.図3(a)か ら(e)に日南市付近の12時5

分か ら12時14分 まで2分 毎の1分 間最大瞬 問風速分布

図を,ま た図4に 突風発生地域 に近いNeWMeKのNo.91

観測点での12時 か ら12時20分 までの時刻歴風向風速波

形 をサ ンプル周期1秒 で示す.図3中 に示す黒丸は突風

発生地点であ り,最 も近い観測点での風向を大 きな矢印

で示 している.突 風が発生 した地点か ら北西 に約3.5㎞

離れた場所 にNo.91観 測点は位置 してい るが,12時10

分頃に風速 が小 さくな り,南 東 か ら南西に風 向が急 に変

化 してお り,日 南市油津で起きた竜巻に関連す る風況変

化 を捉 えている可能性が ある.

図5(a)か ら(k)に13時24分 か ら45分 まで2分 毎の 日

向市周辺 のNeWMeKに よる最大瞬間風速分布 を示す.

図6,7,8に は突風発生地域 に近いNo.93,94,95で の

13時20分 か ら13時50分 までの風向風速 の時刻歴波形

を示す.日 南市か ら北に約85㎞ 離れ た地点 に位置す る

日向市幸脇地区では13時30分 頃 に竜巻が発生 した とさ

れ,観 測点No.93か ら約ll.5㎞,No.94か らは約23㎞,

No.95か らは約12㎞ 離れ ている。一方,13時40分 頃に

突風被害が発生 した同市富高地 区は,各 観測点か らそれ

ぞれ約10㎞,約13.5㎞,約21㎞ の位置 である.図5

と6に 見 られ るよ うに,13時30分 前後 に観測点No.93

では風速 がやや小 さくな り風 向が南東 か ら東 に変化 して

い るが,No.94と95観 測点での風向風速 には特別な変化

は見 られ なか った.ま た 富高地 区で被害が発生 した13

時40分 頃 は,3観 測点 とも特に風向風速 の変化は捉 え ら

れなかった.

日向市か らさらに約20㎞ 北の延 岡市周辺の13時58

分か ら14時9分 まで2分 毎 のNeWMeKに よる最大瞬 間

風速分布 を図9(a)か ら(f)に示す.図10に 突風発生地域 か

ら約1.7㎞ のNo.94観 測点での13時50分 か ら14時10

分までの風 向風速の時刻歴 波形 をサ ンプ リング周期1秒

で示す.延 岡での竜巻は,14時3分 か ら8分 頃にかけて

海 岸か ら上陸 し,消 滅 した との報告があるが,そ の証言

に符合す るよ うに,台 風本体による25m/s程 度の南東風

で あった観測記録 は14時 頃か ら急 に弱 くな り,約5分 間

で風向が南か ら南西へ変化 し,ま た風速20m/s程 度の南

東風 に戻ってい る.観 測点No.94は 竜巻経 路か ら比較的

近い地点に位置 しているが,幅150～250mの 竜巻 による

突風 を直接捉 えてい るわ けではない.し か しなが ら,そ

れ にともな う急激な風速風向の変化 が記録 か ら読み取れ

る.

図11(a)か ら(f)に大分県大分市お よび臼杵市周辺の
NeWMeKに よる最大瞬間風速分布図を示す.表示時間間


















